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                ひょうごがん患者連絡会会長  中原武志   

 

日本では、二人に一人ががんになり、三人に一人以上が「がん」で亡くなり、死亡原因

の第一位になっています。がんは国民病と認識することが大切です。 

政府は２００６年６月に「がん対策基本法」を制定し、これを受けて各都道府県では「が

ん対策推進計画」を定めることになりました。兵庫県においても「がん対策推進計画」の

制定が進められましたが、がん患者の意向が反映されているとはいえない状況でしたので、

十四のがん患者会および支援団体と個人によって「兵庫県がん患者会団体等連絡会」を０

７年１１月に発足させました。（０８年９月に「ひょうごがん患者連絡会」に改称） 

「連絡会」は、県に対して意見書を提出し、がん対策が、がん患者の側に立って行われ

るよう要望いたしました。その結果、いくつかの修正が行われましたが、特に「がん対策

推進計画」の基本理念の中にがん患者の位置が定められたことは大きな成果と言えるでし

ょう。今後は、県が定めた「がん対策推進計画」がどのように実施されていくのかを見定

め、県に対して意見を述べると共に、県と協働しながらがん検診、がん教育の啓発を推し

進めていきたいと考えております。 

がん患者、行政、医療機関、マスコミの結束によって、がん患者を取り巻く医療環境の

改善と医療内容の進展が急務でもあります。そして、行政指導型ではなく、がん患者自ら

が立ち上がって市民主導型の姿勢で、あらゆるがん問題に取り組むことが「がん患者の自

立」という観点からも大切だと考えています。 

このたびニューズレターを創刊するにあたり、広く県下のがん患者やその家族の方々に、

今後すこしでも喜ばれる「がん情報」をお届けすることが出来ればと願っております。 

参加各団体はそれぞれに相談窓口や情報を持っております。一人で悩まずに、どうか気

安くご相談下さるよう心からお待ちいたしております。 
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                  がん予防啓発要員養成公開講座       於 兵庫県民会館 

第一回 「がん患者の目線でがんを考える」 

  

                                ひょうごがん患者連絡会 会長 中原武志 

  

 がんで亡くなる人が全死亡者の３分の１を越えている現実を見ると、がんは国民病とい

ってもよいのに、世間一般ではあまりにも「がん」に対して無知であり、われ関せずとい

った趣すら感じます。それは、がんは死に至る怖ろしい病だと言う先入観から、なるべく

なら「がん」という言葉からさえ遠くに居たいという気持ちが働いているのかもしれませ

ん。しかし、がんという病気は、最初の治療がすべてなのです。告知されると誰もが慌て

ふためくか、落胆してしまって正常な判断が出来なくなってしまいます。「がん」は特に予

備知識を持っているかどうかが、余命を全うできるか否かにかかっているのです。 

 そういう観点から、今日は医療の立場からではなく、がん患者としての立場から少々視

点を変えてお話しすることにいたしましょう。 

 みなさんは、どうしてがんが発生するのかということは、すでにいくらかの知識を持っ

ておられることでしょう。今日は、それをもっと掘り下げて、細胞とは何か、細胞はなに

をしているのか、ＤＮＡや遺伝子というのはどういう働きをしているのだろうかといった

ことにまで話をしたいと思っています。まず、細胞の姿を画面で見てください。次に細胞

は、臓器や器官によってもいろんな形があることも見てください。 

 こうして細胞の働きやＤＮＡ、遺伝子の働きを考えてみると、私たちの身体のなかにあ

る６０兆もの細胞が、私たちの命をつなぐために休みなく分裂〈コピー〉を繰り返しなが

ら、もう一つの役目である、身体にもっとも大切なアミノ酸（たんぱく質）をＤＮＡの設

計図によって作り出していることがお分かりいただけたと思います。 

 このように、私たちの身体は６０兆というとてつもなくすごい数の細胞によって支えら

れています。どこかでコピーミスが起こっても不思議ではありません。ミスが原因でがん

が発生したとしても、がんを恨むより自分の身体がこれほどまでに精巧に精密に作られて

いて、毎日の生活を支え続けてくれていることに、私は深く感謝しています。 

 細胞の核の中にＤＮＡが入っている図を見ていただきました。そして、６０兆個の細

胞全部にまったく同じ情報が入っているというのも驚きです。髪の毛の中にも、皮膚の中

にも、内臓の中にも同じ情報が入っているのです。これらの遺伝子の働きは説明しました

ようにすごいものですが、それでも全部の遺伝子の９７％しか働いて（ＯＮ）いないとい

うことです。眠っている（ＯＦＦ）になっている遺伝子をＯＮに出来れば免疫力が高まっ

たり、新たなすばらしい活躍が期待できるのではないかと、ノーベル賞に近いといわれる

村上和雄先生は唱えられています。怪しげな代替医療や高価なサプリメントに求めすぎる

のではなく、自分自身のＯＦＦになっているＤＮＡをもっとＯＮにして、明るく強く生き

て行こうではありませんか。                   以   上 
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ひょうごひょうごひょうごひょうご    がん患者連絡会の活動概況を紹介しますがん患者連絡会の活動概況を紹介しますがん患者連絡会の活動概況を紹介しますがん患者連絡会の活動概況を紹介します    

 

事務局長 田村美生夫 

2007年 11月 8日：14のがん患者会と個人・支援団体の連携によって「ひょうごがん患者 

  連絡会」を結成しました。以降、毎月第 3木曜日に月例会を開催しています。 

2007年 11月 21日：「兵庫県がん対策推進計画案」に関する県当局の説明会を開催しました。 

2007年 12月 13日：上記計画案への意見書を提出し、県当局と意見交換を行いました。 

2008年  2月 19日：「兵庫県がん対策推進計画」が公表されました。 

  がん患者連絡会の意見反映状況は、会長の“創刊挨拶”（１面）を参照下さい。 

2008年  3月 21日：月例会で「がん対策推進のための重点実施事項」を決めました。 

 ①「がん診療連携拠点病院」とがん対策推進に関する意見交流会を開催し、「患者中心の 

医療」の実現に向けて協働して取組みます。 

②「早期発見・早期治療」に関する県の啓発活動にがん患者連絡会も主体的に取組みます。 

2008年  3月 26日：県の「早期発見・早期治療」啓発活動にがん患者連絡会が講師・体験 

  者を派遣すること、県作成の「がん検診リーフレット」の提供方の申入れをしました。 

2008年  6月 19日：、問題になっている「医療崩壊と後期高齢者医療制度」に関する研修 

  会（講師：長尾宏和医師）を開催しました。 

2008年  7月  8日：県立がんセンタと、がん対策推進に関する意見交換会を開催しました。 

   がんセンターから院長、県診療連携協議会幹事長が、がん患者連絡会からは会長、副 

   会長、事務局長ほか２名が参加し、今後とも話合いを続けていくことにしました。 

2008年  7月 17日：月例会で「体制整備を中心とする今年度の活動計画」を決めました。 

① 広報活動として、ニューズレターの発行(9月）、ホームページの開設(8月）及びリーフ 

レットの作成配布(11月)を行います。 

 ② 隔月に研修会を開き「がん予防啓発要員養成」と「がん患者会のあり方研修」を行います。 

2008年  7月 31日：神大病院の患者支援センターの医師・看護師と大学病院の患者支援に関 

し意見交換を行いました。がん患者連絡会からは会長、事務局長ほか 2名が参加しました。 

2008年  8月  4日：前述の「体制整備を中心と 

する今年度の活動計画」に対して、“ひょうご 

 いのちと生きがいプロジェクト”から、 

209,000円の支援金交付を受けました。 

2008年  9月 18日：がん予防啓発要員研修会 

「がん患者の目線でがんを考える」（講師： 

中原武志当会会長）を開催しました。 

研修内容は、前頁をご覧下さい。 

「難しい話を、やさしく解り易く話して 

いただけた」と好評でした。          以   上 

啓発要員研修啓発要員研修啓発要員研修啓発要員研修 会会会会    
2008200820082008 年年年年 9999 月月月月 18181818 日日日日    
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日  時 行事・会費 テ ー マ 講  師 場  所 

10月 16日（木） 

18：00～ 

月例会 （10月度例会）  ――― 兵庫県民会館 

９０２号室 

10月 16日（木） 

18：30～ 

  20：30 

がん予防啓発要

員養成公開講座 

一般：500円 

「早期発見・早

期治療の重要性

について」 

だいとう循環器 

クリニック院長 

大頭信義医師 

 

同 上 

11月 20日（木） 

18：00～ 

月例会 （11月度例会）  ――― ｸﾘｽﾀﾙﾀﾜｰ４階 

又は 県民会館 

12月 18日（木） 

18：00～ 

月例会 （12月度例会）  ――― 兵庫県民会館 

 ３０４号室 

12月 18日（木） 

 18：30～ 

    20：30 

公開研修講座 

 会費：未定 

 

「これからの 

がん患者会のあ

り方について」 

日経メディカル 

編集長 

埴岡健一氏 

 

  同 上 

★★★★がん患者連絡会加入団体等の公開行事予定は差込頁をご覧下さいがん患者連絡会加入団体等の公開行事予定は差込頁をご覧下さいがん患者連絡会加入団体等の公開行事予定は差込頁をご覧下さいがん患者連絡会加入団体等の公開行事予定は差込頁をご覧下さい    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひょうごひょうごひょうごひょうご    がん患者連絡会がん患者連絡会がん患者連絡会がん患者連絡会行行行行事事事事予定（予定（予定（予定（2008200820082008 年年年年 10101010～～～～12121212月）月）月）月）    

事事事事    務務務務    局局局局    かかかか    らららら    のののの    おおおお    知知知知    らららら    せせせせ    

 このニューズレターは、５団体から応募いただいた編集委員による協議で編集し、会長の

査閲を経て発行されます。 

 1、２面は、当面各団体の持ち回りで寄稿いただきます。1 面は代表の巻頭言、２面は研

修会などの報告記事とします。創刊号は会長の団体、第 2号は副会長の団体担当とし、以降

は持ち回りでお願いします。各団体のご協力の程、よろしくお願いします。 

 編集後記執筆は、編集委員の持ち回りとなります。        

編集後記編集後記編集後記編集後記    ニューズレターニューズレターニューズレターニューズレター第一回編集担当「日本がん楽会」会長 中原武志 

 第一回目の担当として、少々緊張いたしましたが、このスタイルに固定されるこ

となく、今後はどんどんよいものを作っていただきたいと願っています。 

 「がん医療を考える市民グループ」を９月から「日本がん楽会」と改めました。 

がんで苦しみ暗い日々を送るのでなく、趣味の絵画や書道、手芸、カラオケなどを 

大いに楽しみましょうという組織にいたしました。今後は年に一、二度趣味の展覧

会を催したいと願っています。皆様の暖かいご支援をお願いいたします。 

 「ひょうごがん患者連絡会」のますますの活躍と発展のために全員集合！！ 
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日時・場所 主催(TEL)・会費 テーマ・講師 主な内容・講師 

10月４日（土） 

14：00～16：00 

レバンテ垂水 

NCC,がん診療連携協 

（078-362-3202） 

無料（要申込み） 

「がん情報サービス 

向上に向けた 

地域懇話会」 

・NCCがん情報ｻｰﾋﾞｽ 

・県がん対策の取組み 

・県拠点病院の取組み 

10月 11日（土） 

13：00～16：00 

兵庫県民会館 

ゆずりは 

（078-733-1821） 

 非Ｇ会員：800円 

「がん再発す」 

オフィスいつみ社長 

      逸見晴恵氏 

講演と質疑応答 

10月 11日（土） 

13：30～17：00 

京大医学部芝蘭会館 

がん患者大集会 

関西ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄ実行委 

(078-976-5050)500円 

「考えよう、私の町の 

がん医療～関西地方の

現状について～」 

基調講演と近畿６府県

患者会と行政による 

シンポジウム 

10月 18日（土） 

13：00～16：00 

神戸ﾎﾟｰﾄﾋﾟｱﾎｰﾙ 

朝日新聞・対がん協 

（03-5565-7095） 

無料（要申込み） 

「ピンクリボン 

シンポジウム  

2008 神戸」 

・講演“治療最前線” 

・対談：宮崎ますみ氏 

・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

10月 19日（日） 

10：00～16：30 

神戸国際会議場 

QOL“輪唱”兵庫 

（070-6289-7571） 

     1000円 

「乳がん医療と 

日常生活を考える」 

京大 戸井雅和教授 

・講演“乳がん治療 

 最前線”13：00～ 

・相談コーナーほか 

10月 25日（土） 

14：00～16：30 

尼崎商工会議所７階 

長尾クリニック 

（06-6412-9012） 

     無  料 

「尼崎 生と死を考える 

 市民フォーラム」 

当連絡会 中原会長ほか 

・がん療養の基礎知識 

・がんになっても元気 

で！(ﾁｬｰﾘｰ浜氏) 

10月 26日（日） 

14：00～16：30 

明石生涯学習ｾﾝﾀｰ 

ゆずりは明石  

草野(078-911-6761) 

非Ｇ会員：700円 

「よく生き  よく笑い 

よき死と出会う」 

上智大 A.デーケン博士 

・癒しの音楽演奏 

・講演と質疑応答 

  14：50～ 

11月 30日（日） 

13：30～16：30 

大阪成人病センター 

がん患者団体支援機構 

（03-6424-4366） 

  無料（要申込み） 

第 4 回がん患者大集会

「考えよう、 

私の町のがん医療」 

講演：NCC広橋総長 

   埴岡健一氏 

(全国 TV会議ｼｽﾃﾑ) 

12月 13日（土） 

14：00～16：30 

兵庫県民会館 

ゆずりは 

（078-733-1821） 

 非Ｇ会員：800円 

「災害時における 

要支援者のケアの 

あり方」（講師未定） 

講演と質疑応答 

12月 14日（日） 

13：30～16：30 

   未  定 

あけぼの兵庫 

（078-220-5921） 

    無  料 

「緩和ケアについて」 

 関本ｸﾘﾆｯｸ院長 

    関本雅子医師 

講演と質疑応答 

 

がん患者連絡会加入団体等の公開行事予定（がん患者連絡会加入団体等の公開行事予定（がん患者連絡会加入団体等の公開行事予定（がん患者連絡会加入団体等の公開行事予定（2008200820082008 年年年年 10101010 月～月～月～月～12121212 月）月）月）月）    


